
新宿区立戸山図書館について
　当館は、新宿区立図書館における障

害者サービスの拠点館として、障害な

どにより本をそのままでは利用できな

い方のためにさまざまなサービスを実

施しています。録音図書 “DAISY” の

貸出や音訳ボランティアと協働しての

リクエスト図書製作のほか、来館が困

難な方のための家庭配本（本の宅配）、

誰もが楽しめるＬＬブックやマルチメ

ディアDAISY図書の収集・貸出も行っ

ています。毎年、伊藤忠記念財団の

「わいわい文庫」マルチメディアDAISY

図書を蔵書として受け入れ、幅広い

方々に情報を伝えるための情報発信に

活用しています。

はじめに
　2019年に読書バリアフリー法が施行

され、読書にバリアがある方への環境

改善への意識がじわじわと高まりつつ

あります。しかし、活字による読書が

むずかしい子どもの推定者数に対し、

まだマルチメディアDAISY図書の周知

が充分行きわたったとは言えません。

地域の図書館としても、この読書バリ

アフリー法をよりよく推進するために、

マルチメディアDAISY図書を研究し、

内外に広めていく必要があります。新

しく本に出会う子どもたちのためにも、

継続すべきことは引き続き行い、新た

な発信方法を模索します。

事例紹介
（1）カウンター前展示

■公共図書館での実践事例

「わいわい文庫」と図書館からの情報発信

東京都新宿区立戸山図書館
谷口　絵莉子

マルチメディアDAISY関連の展示
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展示期間：通年

展示内容：「わいわい文庫」ブルー版

のデータが入ったタブレット端末、「わ

いわい文庫」ほか一般の利用者にも貸

出可能なマルチメディアDAISY図書を

カウンター前にて展示。パスファイン

ダーを更新。

　通常のマルチメディアDAISY図書の

展示に加え、今年2021年は障害者週間

（12月３日～９日）にあわせて障害者

サービスを紹介する新しいパネルを追

加しました。タブレット端末のコー

ナーを常設し、立ち寄った利用者が自

由に読める形にしています。

　戸山図書館では、平日１日２回の除

菌時間を設けており、その都度アル

コールで消毒しながら、できるだけ利

用者の目に触れる場所に置いています。

興味をもった子どもが覗いたり、小さ

な子どものいるお母さんや関心を持っ

た年配の利用者にもご質問をいただき

ます。

　また、わいわい文庫だけでなく、当

館所蔵のマルチメディアDAISY図書の

貸出数が昨年１月より伸び始めており、

一緒に利用方法のご案内をお渡しした

ところ好評をいただきました。今後も

本展示を随時更新していきます。

（2）外部機関からの取材対応や教材と
しての活用
　今年は、これまで問い合わせのなかっ

た出版社など、外部の教育関係機関の

方からマルチメディアDAISY図書につい

ての問い合わせを複数受けました。社

団法人出版文化産業振興財団が発行し

ている雑誌『この本読んで！ 2021春』

に紹介記事を掲載いただいたほか、児

童書を発行する出版社からの複数の問

い合わせや取材にも応じました。

　また、絵本専門士の方から当館の所

蔵する資料の貸出依頼があり、布絵本

を貸し出し「わいわい文庫」も紹介し

ています。教材としてもマルチメディ

アDAISY図書が注目を集めていること

は、大変喜ばしいことと思います。今

後もこうした問い合わせにできるだけ

対応し、支援の輪を広げていくことを

考えています。

障害者週間にあわせて追加した、バリアフリー
図書の紹介展示
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（3）新宿区立戸山図書館での「マルチ
メディアDAISYおはなし会＆リーディ
ングトラッカー作り」
　戸山図書館では、恒例のマルチメ

ディアDAISYおはなし会を今年も１回

実施しました。

　開催日時：2021年12月11日（土）　

　　　　　　14:00～15:00

　場所：戸山生涯学習館　学習室C

　参加人数：子ども３人　大人３人

　　　　　　計：６人

内容：学習室の一室を使用し、わ

いわい文庫2021より、『かぞえて

みよう』『トラ猫ばやし』をプロジェ

クターで上映。同時にリーディン

グトラッカーの工作会も実施。

　新型コロナウイルスへの警戒のため

おはなし会が制限される中、2021年も

12月に実施できました。

　まず導入に、絵本『さかさまになっ

ちゃうの』（クレア・アレクサンダー作

／福本友美子訳／ BL出版）を読み聞

かせ、字を書くことがむずかしい子ど

ものお話を聞いてもらいました。

　つぎに、ホワイトボードにパソコン

の画面をプロジェクターで大きく映し、

わいわい文庫を上映。児童室に貼られ

たポスターに子どもが興味をもち、参

加したいと申し出たこともあり、どの

子どもも積極的に最後まで参加してく

れました。

　前半、再生トラブルに見舞われ、『か

ぞえてみよう』一作のみの上映となり

ましたが、親子一緒に興味と関心を

もって見てくれました。

　後半は、親子一緒にリーディングト

ラッカー作りを行い、手を動かしなが

ら楽しく学んでいる様子でした。
マルチメディアDAISYおはなし会ポスター

「わいわい文庫」上映の様子

6 0



　最後にiPadにインストールされた

「ボイス　オブ　デイジー」でわいわ

い文庫を実際に読んでいただき、触っ

てもらったところ、「すごい！」と新鮮

な反応をいただきました。

　アンケートも全員が「とても良かっ

た」と回答、「いい経験になった」と

コメントもいただき、大変好評のまま

終わることができました。

リーディングトラッカー作り

今後の展望
　これまでパネルや実物の展示を続け

てきたことによって、一般の利用者へ

の周知が少しずつ広がりつつあります。

戸山図書館の利用者アンケートでは、

「マルチメディアDAISY図書の貸出に

ついて知っているか」という項目にお

ける「はい」の回答は約13％でした。

（2020年度分集計より）

　来年度はさらに増やしていけるよう、

今後も内容を更新し、情報発信を続けます。

　今年は関係機関からの「わいわい文

庫」やマルチメディアDAISY図書への問

い合わせ・貸出が多く、連携や周知を

進めるための足がかりになりました。ま

た、おはなし会やイベントへの制限が解

除されれば、ぜひマルチメディアDAISY

おはなし会の実施を増やし、地域内で

の共有を図っていきたいと考えています。
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